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今年の家族大会では、精神科医の長野敏宏氏と作業療法士の田上純一氏をお

招きし、愛媛県愛南町の取り組みについて学びます。 

このイベントは『赤い羽根共同募金』の助成を受け、実施します。 



 

戦争PTSDを考える講演会・シンポジウムがありました 
 

8月3日（日）、那覇市男女共同参画センター

てぃるるで「戦争PTSDを考える講演会・シンポ

ジウム」が開催され、会場ホールは約280名の

参加者でいっぱいになりました。 

  沖縄のメンタルヘルスを語るとき、戦争の歴

史は避けて通ることができません。沖縄戦では

多くの医師が犠牲となり、戦後は乏しい人的資

源のなかで精神科医療が後回しにされることもありました。さらに、米軍統治下で

は戦前からの古い制度が長く残り続けた背景もあります。 

こうした歴史は「沖縄の精神保健を語る際の前段」として位置づけられがちで、

現在の沖縄とは一見、距離があるようにも見えます。 

しかし、戦争PTSDという視点に立つと、戦争はいまなお県民の暮らしや心に影

響を与え続けているようです。戦後80年が過ぎたといっても、基地問題やそれに関

連する事件、事故は日常的に報じられ、体験者の心理的回復を難しくしています。 

後半のシンポジウムでは、世代を超えて連鎖する戦争PTSDの実態が報告され

ました。戦争のトラウマは個人だけでなく、社会全体で共有されることで「文化的ト

ラウマ」へと変化します。そう考えてみれば、沖縄に生きるうえではかつての戦争に

対して、やはり誰もが他人事ではないのだと思います。 

過去に起きた出来事であっても、今回のような催しを通し、社会全体で向き合う

ことで少しずつ癒しを広げることができるかも知れません。 

そして、戦争経験者は同時に「生き抜いた」経験の持ち主でもあります。その物

語は、傷を伝えるものであると同時に、聞く人に生きる力や勇気を与えるものにも

きっとなり得ると、私は感じています。（増山） 
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＊Youtubeで、イベントの映像をご

覧いただけます。『8・3戦争PTSDを

考える講演会・シンポジウム』 



 

 

  

QSK(にぬふぁぶし) 1997 年 9 月 18 日 第三種郵便物承認  通巻 8635 号 2025 年 8 月 24 日 発行  （３） 

(毎月 1.2.3.4.5.6.7 がつく日) 

 



 

 

 

 

  

（4）  QSK(にぬふぁぶし) 1997 年 9 月 18 日 第三種郵便物承認  通巻 8635 号 2025 年 8 月 24 日 発行 

(毎月 1.2.3.4.5.6.7 がつく日) 

 

映画『夜明け前のうた』上映会と 
精神保健シンポジウムのお知らせ 

↑よりチラシ裏表 

ご覧いただけます 



 

私のユイマール 
新城 元美（精神障がい当事者） 

 

「あの～。この椅子ぬれているんですけれど、おしっこではありませんか」看護師さ

んに声をかける。「そこに置いていて。後でふくから」そう言って看護師さんが近づ

いてくる。そのときふと横を見ると、人が倒れる瞬間が目に入った。 

「誰かが倒れた!!」と私が叫ぶと同時に、看護師さんが倒れた人へ向かって走って

いった。向こうからも一人、介護士さんがこちらへかけつけてくる。 

彼はフロアの職員に「Ｋさんが倒れました。食事は任せます、ぼくはＫさんのほう

の対応にあたります」そう伝えて、またＫさんのところに戻っていった。 

普段通りの業務を託された職員らは、車椅子の方の誘導や、食事の配膳と利用

者の配薬などを続ける。看護師一人と介護士三人で、計五十三人の食事の準備

をしている。ハードな勤務体制のなかで起きた、「緊急事態」のいつもの光景だ。 

本当に人を助けられる人は、いつも冷静でいられる人かも知れない。 

「私は人助けには向かないな」と一人つぶやく。すると、看護師さん。「なにを言って

いるんだい、君が一番先に気付いたからこそ、一つの命が助かったんだよ」 

もし、それが人助けだったのだとしたら、私は言わせてほしい。 

「配膳のルールを、コロナ禍以前に戻してください。そうでなければ、配膳と緊急対

応が重なったときに人手が足りません。いまみたいにレストランのようなやり方では

どうかなと不安を覚えます」職員はうなずいて、「今月末の自治会で、議題にあげ

るといいよ。君は自治会長でもあるんだから」 

そうだ！ 私は自治会長なのだ。どのように緊急事態に備えよう。まず第一に、掛

け声と連絡。第二に、職員の邪魔にならない。第三、大騒ぎをしない。私たちが職

員の邪魔にならないことが一番の人助けだ。これがユイマール。そしてノーマライゼ

ーションという考え方なのだと思う。 
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「にぬふぁぶし」では、みなさまからの投稿原稿を歓迎いたします。 

心のこと、身体のこと、ちょっとした日常の出来事などなど、人とわ

かちあいたい想いがありましたら、どうぞお気軽にお寄せください。 

 宛先：〒901-1104 南風原町字宮平 206-1 

 Fax：098-888-5655 メール：sienn0804@yahoo.co.jp 



 

編集：公益社団法人 沖縄県精神保健福祉会連合会 

   会長 山田 圭吾 

〒901-1104 

沖縄県島尻郡南風原町字宮平206-1 

電話098-889-4011   

FAX098-888-5655 

E-mail terushino@castle.ocn.ne.jp 

 

発行：九州障害者定期刊行物協会 

   〒812-0068 

   福岡市東区社領1丁目12番4号 

   電話092-753-9722   

FAX092-753-9723 

定価：10円（会費に含まれる） 

◎編 集 後 記◎ 
世間での「コロナ禍」がすでに過去になってし

ばらく経つが、いまごろ初コロナで一週間ほど寝

込んでいた。といっても、症状的には通常の風邪

と比べてそれほど特別だったわけでもなく、扁桃

腺がはれて喉が焼けるようだった以外は、どちら

かというと穏やかな経過だった。噂には聞いてい

たが、病院では薬も出されず、だから適当な市販

薬でしのいだ。味覚や嗅覚は影響を受けず、食欲

もないなりに食事をふつうに味わえたことはあり

がたかった。ある意味いちばんよかったのは例の

5日間ルールみたいなもので、この期間は休みと

なかば自動的に決まっているものだから、割り切

ってのんびり療養に専念することができた。判断

を手放せることは場合により救いとなる。（増山） 
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てるしのくんのまんが 
「花火大会」 【寄付金／賛助会員加入のお願い】 

  
沖福連の活動は、みなさまからの賛助会

費やご寄付によって支えられております。 
今後とも、あたたかいご支援・ご協力を

どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
賛助会年会費 

・個人１口：2,000 円 

・団体・法人１口：10,000 円 
 

琉球銀行：南風原支店・普通口座 229887 

ゆうちょ：02020-0-37037 

（加入者名：公益社団法人 沖縄県精神保

健福祉会連合会） 
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